
 
 
  
 

 

 
 
学校経営から学ぶ 

学校の教育目標「平和とふるさとを愛し 主体的に学び たく

ましく生きる子どもの育成」を達成するために、目指す子ども

像を「知識・技能を活用する子ども」「豊かに表現する子ども」

「挑戦する子ども」と資質・能力の３本柱を意識して定めてい

ます。実践は、授業改善推進チームと主体的な学習者育成チー

ムを中心に行われ、２学期の達成指標や取組指標は、１学期の

学校評価から、より焦点化した内容を集中的に行っています。 

注目すべきは、３つあった「学校として育成を目指す（教科

横断的な）資質・能力」を「伝え合う力」と焦点化することで、

全ての活動において意識するようにしたことです。これによ

り、教職員だけでなく、保護者や地域の方にも、子どもにどん

な力をつけるべきかという「目的」に対する共通理解が深まり、手段（取

組）についてはそれぞれの担当者に任せることができ、より当事者意識

が高まることでしょう。そして、何よりも子ども達自身が「伝え合う力」

を意識するようになれば、自分の目標として行動することになると思い

ました。 

授業から学ぶ 
 ３年生国語は、学力調査で課題のあった「修飾語」について提案授業

を行ったそうです。このように、学校の課題にチャレンジすることは素

晴らしいと思いました。授業では質問をした児童の内容も良かったです

が、隣にいた子どもがその挙手をした姿を先生に伝えたことに感動しま

した。正に伝える力ですね！４年生は学び合いが効果的に行われてお

り、６年生は発言した子どもに対して他の子どもたちが直ぐに反応して

いた点が良かったです。 

今後は、子ども達が活動している時の教師の

立ち位置（俯瞰的）や、支援や評価の在り方は

どうあるべきかを検討してみてはいかがでし

ょうか。また、授業の「振り返り」には、子ど

もがどのような事を書くのか、どんな姿になっ

たら良いのか等、教師が願う具体的なゴールの

姿を「子どもを主語」として記入してみてはい

かがでしょうか。そのことで、「ねらい」との連

動や評価規準、C 層への支援・手だてがより明

確になり授業力がより向上すると思いました。 
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